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会員増強委員会担当例会
法定休会
ＩＭ実行委員会（夜間）
次年度地区研修協議会報告（会長）
法定休会

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

　　　　　　　　  10 名　 津田，石川，宮岸，武田，宮澤
　　　　　　　　   遠藤，村中，木村，児島，滑水各会員

0 名　

　 3月 １２日(火）
　 3月 １9日(火）
　 3月 ２５日(火）
　４月 　2日(火）
　４月 　9日(火）

２９名  （出席免除者１名中１名出席）

64.29％

75.76％

NO.3013 第 26 回例会

例 会 案 内 例会案内「３月～４月」

出 席 報 告

担当：会員増強委員会

会 長 報 告

■■■■■■■会員誕生■■■■■■■■
津田尚也会員 　　　昭和 37 年 3 月 30 日
石川大記会員 　　　昭和 48 年 3 月 10 日
■■■■■■■■夫人誕生■■■■■■■
宮岸雅子様                     　　　   3 月 27 日
■■■■■■■■結婚記念■■■■■■■
宮岸徹二会員　　　 昭和 47 年 3 月 18 日
木村喜芳会員 　　　平成 16 年 3 月 20 日
津田尚也会員　　　 昭和 63 年 3 月 12 日
■■■■■■■■創立記念■■■■■■■
富永隆夫会員　　　唱和 22 年３月１９日

３月５日例会

会

員

祝

福

■羽幌 RC より例会案内、会報の送付
■砂川 RC、赤平 RC より例会案内の送付
■深川市よりプラザ深川メールボックス使用料案内
■国際交流協会親睦会の案内

会員増強委員会担当例会
RI2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

　　皆様こんにちは。早くも暦は３月を迎え、年
度末の方は御多忙の中、本日の例会へのご出席に
心より感謝申し上げます。
　ところで、実は私、趣味の１つに釣りがありま
す。はい。生臭坊主です。冬はワカサギを求めて
いろいろなポイントに出かけました。その中でも
一番美味しいと感じたのはやはり朱鞠内湖のワカ
サギでした。きれいな川の水が注ぐ湖や海。野菜
やお米も美味しい水のところで育つと美味しくな
ると言われています。その恩恵を忘れることなく
排水にも気を遣う必要があるのだと考えます。
　３月は水と衛生がテーマです。今年度松浦ガバ
ナーはポリオ撲滅活動を重点的に活動され、その
お話の中にワクチン接種者の排泄物による二次感
染について述べられました。日本のように秩序あ
るインフラが整備されている国に住んでいると麻
痺してしまいますが、世界に目を向ければまだま
だ求められている活動が水と衛生の分野なのだと
思います。安全な水と衛生設備の利用は、すべて
の人がもつべき権利。なのに、汚染水で病気にな
る人や命を落とす人が後を絶ちません。未来を担
うはずの子どもたちは、水汲みなどの労働によっ
て学校に通えず、つらい境遇を強いられています。
　さて、本日は会員卓話です。インターシティ・
ミーティングを５月に控え、その目的と意義を今
一度確認し、深川クラブ一丸となって第１グルー
プの皆様をお迎えするべく取り組んでまいりたい
と思います。
　３月８日南海に向けて出発します。お餞別やお
見送りなどは堅くご辞退申し上げます。
　以上会長報告とさせていただきます。本日の例
会も宜しくお願いいたします。
　ありがとうございました。

世界に希望を生み出そう

寺島幹事前例会幹事報告

圓浄貴之会長

（火）

月 　  日

成田昭彦パスト会長卓話



■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市4条９番40号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228 

深川
Ｒ  Ｃ

委 員 長

副委員長

佐々木弘有  
廣上 　晃士

会　長　圓浄　貴之　   会長エレクト　飛騨野貴広   　   副 会 長    伊東由紀夫
幹　事　寺島　康広    　副      幹      事   平 瀬　　文男 　　 会      計     廣上 　晃士　 

■ URL Ｈ ttp://mypage.fukanavi.com/rotary/ ■ Mail  fukagawa- ＲＣ @club502.jp

■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ
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現
況
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
出
現
し
て
も
う
丸
４
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

と
言
っ
て
い
る
の
は
世
界
で
唯
一

日
本
だ
け
で
，
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
命
名
さ

れ
て
い
る
Ｃ
О
Ⅴ
Ｉ
Ｄ⁻

１
９
に

名
称
変
更
す
べ
き
と
当
の
厚
労
省

か
ら
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

累
計
感
染
者
数
は
昨
年
６
月
現

在
で
、
世
界
で
８
億
人
以
上
、
ま

た
累
計
死
者
数
７
０
０
万
人
以
上

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｗ
Ｈ

О
で
は
規
制
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
た
昨
年
１
２
月
の
時
点
で
も

月
に
１
万
人
の
死
者
が
出
て
い
る

と
み
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
も
日

本
の
様
に
検
査
を
し
っ
か
り
や
っ

て
い
る
国
ば
か
り
で
は
な
い
の
で

も
っ
と
多
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

さ
て
日
本
の
感
染
者
数
は
昨
年

５
月
で
実
数
調
査
は
終
了
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
点
で
累
計

３
，
３
５
０
万
人
、
人
口
の
約

２
７
％
に
当
た
り
、
累
計
死
者
数

は
７
万
５
千
人
に
の
ば
り
ま
す
。

　

現
在
は
定
点
当
た
り
の
発
生
数

の
報
告
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、実
数
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
が
、

定
点
１
週
当
た
り
の
発
生
数
は

１
０
人
前
後
の
報
告
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
皆
さ
ん
新
聞

な
ど
で
ご
存
じ
の
よ
う
に
深
川
で

は
２
０
人
を
超
え
る
週
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
深
川
の
定

点
観
測
機
関
は
２
医
療
機
関
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
終
息
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
か
、
そ
の
理
由

の
一
つ
に
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
が
Ｒ
Ｎ

Ａ
ウ
ィ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
ィ
ル
ス
は
細
胞
に
感

染
し
複
製
す
る
際
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
ウ
ィ

ル
ス
に
比
べ
複
製
の
間
違
い
を
起

こ
し
や
す
い
、
間
違
っ
て
複
製
し

た
物
の
中
か
ら
変
異
株
が
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
最
初
中
国
武

漢
で
発
生
し
た
武
漢
株
か
ら
、
ど

ん
ど
ん
変
異
し
て
ア
ル
フ
ァ
、
デ

ル
タ
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
、
Ｘ
Ｂ
Ｂ
と

変
遷
し
現
在
Ｊ
Ｎ
株
が
主
流
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス
変

異
と
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
い
た
ち

ご
っ
こ
で
、
現
在
７
回
目
も
接
種

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
接
種
率

も
当
初
１
，
２
回
目
は
全
人
口
の

８
０
％
だ
っ
た
も
の
が
３
回
目

以
降
は
７
０
，
５
０
％
・
３
０
，

２
０
％
と
減
少
し
７
回
目
接
種
者

は
１
５
％
で
、
無
料
接
種
も
今
回

３
月
で
終
了
予
定
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
５
月
８
日
以
降
感
染
症
法

の
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
引
き
下

げ
ら
れ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ

扱
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
従

い
３
密
も
緩
和
さ
れ
人
流
も
さ
か

ん
に
な
り
第
８
波
と
な
り
、
そ
の

あ
と
お
盆
の
帰
省
で
８
月
以
降
第

９
波
、
そ
し
て
こ
の
冬
第
１
０
波

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
変
異

し
ま
す
、
２
回
で
も
３
回
で
も
再

感
染
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
今
後

と
も
気
を
付
け
て
下
さ
。

　

次
に
今
流
行
し
て
い
ま
す
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
言
及
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
元
々
４
～ 

５
年
に
１
回
流
行
が
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら

皆
さ
ん
感
染
症
に
気
を
付
け
３
密

を
守
っ
て
来
た
の
で
今
ま
で
流
行

が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
か

ら
の
３
密
緩
和
の
影
響
か
早
く
も

９
月
か
ら
発
生
が
見
ら
れ
最
初
は

Ａ
型
が
、
今
は
Ｂ
型
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
咳
の
強
い

Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
も
増
え
て

い
ま
す
。　

気
を
付
け
る
こ
と
は

３
密
を
避
け
る
等
コ
ロ
ナ
対
策
と

一
緒
で
す
。

Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て

　

来
る
６
月
２
日
深
川
の
地
で

開
催
さ
れ
ま
す
Ｉ
Ｍ(

都
市
連
合

会)

の
実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ

か
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
時
間
を

い
た
だ
い
て
、
現
在
ま
で
の
準
備

の
途
中
経
過
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

去
る
１
月
２
３
日
成
田
雅
敏
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
、
大
西
祥
太
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
室
長
、
長
谷
川
幸
央
親

睦
活
動
副
委
員
長
と
と
も
に
第
１

回
目
の
Ｉ
Ｍ
準
備
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
決
ま
っ
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

会
場
は
こ
こ
ラ
・
カ
ン
パ
ー

ニ
ュ
ホ
テ
ル
深
川
、
６
月
２
日

１
２
：
３
０
受
付
開
始
、
１
３
：

０
０
開
会
と
な
り
ま
す
。

　

来
賓
に
は
田
中
昌
幸
深
川
市

長
、
松
浦
光
紀
２
５
１
０
地
区
ガ

バ
ナ
ー
、
玉
井
清
治
ガ
バ
ナ
ー
ノ

ミ
ユ
ー
を
迎
え
る
予
定
で
す
。　

　

１
４
：
０
０
か
ら
基
調
講
演
を

玉
井
清
治
ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー

に
お
願
い
し
て
快
諾
を
得
て
い
ま

す
。
１
５
：
０
０
か
ら
「
会
員
増

強
と
例
会
運
営
」
と
題
し
て
各
ク

ラ
ブ
会
長
発
表
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

園
浄
会
長
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

１
６
：
４
０
か
ら
懇
親
会
の
予

定
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

深
川
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏
、
ま

た
そ
ば
屋
台
に
多
度
志
そ
ば
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
合
司
会
、
進
行
に
は
佐
々
木

弘
有
パ
ス
ト
会
長
、
懇
親
会
司
会

進
行
は
遠
藤
隆
夫
会
員
に
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
ま
す
５
月

２
６
日(

日
曜
日)

に
記
念
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
深
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
の
た
め
深
川
は
６
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
す
、
こ
れ
か

ら
Ｉ
Ｍ
各
委
員
会
の
分
担
が
決
ま

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
全
員

の
全
面
的
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

成田昭彦パスト会長卓話


